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田国文学の発達
① lQc,..., l leには．隣独特の安転彰守姪が霰今くつくられ~(1. ) 

文化ヵ~: (~ )を中心に発展した。それを鋸牧捻のが(9. ) 

這止、音董該忍の草書体を距略化した(4. lや、漢字の一部を

瓦た(~. )が使われ始めた。 以→以→い伊→イ

U) 10"-I lcに展胴した貴族中心の文化,t-? ( ) 
(!2) (I)が裾達した時期に版立し.8記文学・物語文学を発達させたのは？

（）  

＠まず：和歌が盛んになり.90弄に<6. >天皇の命でく7. > 
らによつで最初の (8. )和懃潅で綜5『q_ rlが編暮された。

『新古今和歌集』まで続く (lo. )の最初とな添。縞者の7は最冷］の

絞 8記である『II. 』も著した。
ぉ九＼

⑨他にも朗詠和歌ゃ漠詩文l~t年1~tて詠む］に廼した和歌豆黄詩文を［ 
を集め思籾）で酪『,~. 』がく13. > lvd:",:, 渭ざたリ、
『{4-. 』という巨私潰加辞串が<1s-. >にふて編まれた。

Rヵ、な物語では.r物語砥峰はしめの直か和tt-'r6. 』や舟紐
(!)一人の<17 >をモデJLと頃歌物語『18. 』.toe後,~

たん

は左大和渾罷を訳輝結婚讀が19. .JIや星字いじめの物語

の伝． 』が生まれた。lieになさとB本苦典文学の最嵩峰とされる

『21. 』が一条天皇の笛奢<22. >に仕えた<23. >に

ふて書ヵ‘れた。

(¥} lie初めに脱立した世界最古の長緯物語で藤原氏全盛期の音族社会
を描写した物語安学の最嵩峰とされているものは？ （ ） 

®日記・随寮では町悔ま~に即立し~<洸. )(/)舟の『お． 』.

1001年ごろに臨認—条逹の鎚くぉ ＞に仕えた<:o. >の

『28. 如

』や 106偉：ごろに成たし~<刃. >成t(/)知． 』船。



1(1)一条天重直后定子に仕誌た人物l迅て書和這肇印( )j 

回国風文化の書道•住宅・美術工芸
①書追では(31. )とよばれtt:<32. >・<33. >・ 
<~. >(!)名手が現れた。33の代表作に『35. 』があリ3知

作品には『紐疇』があり、丑恥恥祖とな慕。
ゎ -F'=i

(1) それまでの麟の書,~対し優美な練を表した和様が発達したが、ぞ乃
名手と称された人々のことを何と呼ぶ~? ( ) 

砂）をすべて加わ。 （ )•( ）・（ ） 

R平宅時代には讚族の住宅としてヰ咲に(36. )東西に(37 )を
びうぶ'

置く (38. }の様式で逹てられ、屏風露建物内部の仕切リには、中国

疇恥疇這疇奮盗とともに、8本の風物を描-<(3'1. )環尋。

ぐ0. '>はその粗とされている。

(l)平如時代中期I~~立した、8本風の警族の住宅様式を？ （ ） 
(2) lOc になると唐絵に代‘ゎエB本の風物を題材とする何が描俎‘れ~?

（）  

®琴屋内の直麗晶にも、嘉で·岳藷を描きそれに金·鈴！なとの金届粉I~ふて絵
模楳をあらわす(41. )の装飾這話底．の裁距薄＜磨き器物に1如

込む(42. )の装飾がほと＇こざ液。

(l)平宅時代に完版した技法で漆で文様を描き、金銀年の金展粉にふて

絵とするものを？ （ ） 

国育族畔暉
①平守時代‘の男性裔族の正装に1:-(伶． ）やそれを蜀略にした(#. Jが
籾通常股には（お ）ゃ (46. )があ来。妬采ぅ変化した (47 ) 

疇厨男子ャ武‘士に用いられた。廿性の通常服は(48. 如(49. )を著課。

luJ平安裔族男子の正装を何とい分 ( )I 
＠芸嗜族姪の正装は（切． ）を用い、後に（引． ）遠屯沢。

!tu平讀族せ子の正装1-::郎られたの1的 c )I 



日貴族の生活
①正Is歳ぐらいで男性は(1. )如1生は (2. )の式をあげ` て賊人として
謳点。9c和ば以降、閉欝ゃ七夕如、野で毎年同じ時期こ行われる儀式

であ~(3. )が発展した。

R平時代以降人々は中国の宇宙観・哲学観であ否 (11-. )説に

基づく (s. )道の影響お、貴族は (6. )(])指元に従て、一定
さんしし

鞘賦、特定の建物の中で謹1颯芽~(7 )や凶の方角を避けて移敷する

(8. )なとの行をと某。

⑥3に毎加したときの経験を先例としで子孫に伝えるために、青族たちは8記
を記した。その日記は、争節ゃ日の吉凶が書ガれた(9. )の余白部分

に書き込まれた。

回摂即時知仏教・碗藍・信仰
げX,1!;-'りやく

①摂関時代‘の仏巷は、天台•真言の 2宦が圧仔蒻氾要力をもち現世利益を求
舷5貴族遵＜結Zf.'ついた。蒜、仏荼の根本経申で続； (10. )を書写

し、これをのちに伝えるため容客[=II. J におさめて把中に埋め~(12. ) 

も各如還まれた。

＠その一方で茄立薔各も進社丸昨：イムの仮の窓す俎ち(13. )で蒻と蕊

(14. )も生まれた。

I)神仏習合の風潮が進むl~:)t(て在来の神々はイムが佼に形匂‘えて現
れたものとす忍思想が生まれた力門汰を何というか？ （ ） 

③この時代‘には怨屋讀畠をまつることで讃駕吋祝藷な‘との整豆ガら逃れ

ようとする(It )が広まリ、 <16. 哀足た(17 J神社
ィさ力' ~ 

ゃ現在）＼坂神社と呼和てい~(18. )な四(19. )といゥ法合．

察礼が行われた。

(I)侑嘔信仰に基づ'<、法会ゃ怨礼在何といぅ？ （
 

9
)
 



回浄土の信仰
①現世利益を求める様々な信仰と並んで(al. }も流行してきた。おは、

ぉゃ

(21. )を信仰し、来世において極藁浮王に往生することを願ぅ巷ぇ

で醗。この信仰は(~. )によつでいそう強められた。j2とは仏表(/)

予言思想で、釈迦入浪‘ヵ'6I OC)()!i¥ 閤であ~(23 . )、次の1000年間である切． ） 

を経て、 (2s. )年沢‘ら（必． ）の世に至り仏法炉蓑える乱世といわ代ミ。

(1}阿弥陀仏を信仰し来世の極楽往生を願う教たは？ （ ） 
(2) (I)を広めることに迂な罷須Fを与えた、称洩口の死後ガら仏法が衰え、や力℃
仏法が浪泳世が乱れ志とした仏苓，思想~? ( ) 

心

RIOc半ばにく'17. >が寮の市で ~oを説ぃて (28. )とよ年、ついで
＜匁. > [ ]がqgs年に『30. 』を智して31.

41 

をo昌翠；(32. }に器極楽往騎方法を説疇。往生を遂げたとされる人々 (/)

伝記を集めたものである(33. )としては、く~- >が恒

』が最初で、他に<36. >(/)『37 げ蒻。

(l)民胴の浄表の始祖といわれ、IOc半ばには京の市で人々に念仏き勧めた
僧侶,~? ( ) 
l2)極楽往生を願い、r荊群可弥陀仏」を口に0昌えることを？ （ ） 
(3)延暦寺に学ひ液翌平(~念仏往生の方法を説嘩『往生幸集』を著した人
痴砂 ( ) 

③ 20の流行にともな＼＼、これ渇譴し匂蒻も美筍作品が数象こ企犀。10翌森．

く38. >が京都(~. 加建て~c知． ）は、
(41. ) (J)代表的遵襟である。父の{4j. >も20を信仰

して(43. )を逹てたが、現在は残‘只ていない。

(l) (fc以降阿弥陀仏を宅置する建物俎奮て改てたが、これを？（

切藤原頼通が(053年に建て記IJの代表的遺構は？（

＠如内の佐 ）像let"偉. >わ心（妬．

である。取←、往生はうとする人を仏が迎えにくる場面を柔した(47.

に描和たぷ紐I~r48. ..Jが結。

｝ 
）遥1這麟
）もさ訊
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